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地域協議会について

【取り扱う主な事項（案）】
＜光ファイバ・５G 共通＞
光・５Ｇ① 地域ニーズ等と通信事業者の整備計画・整備意向とのマッチング
光・５Ｇ② 潜在的なニーズの発掘・具体化と最適なデジタルツールのマッチング

＜光ファイバ関連＞
光① 学校・公共施設の所在地への整備

＜５Ｇ関連＞
5G① 公有財産等で基地局を設置可能な施設のデータベース化及び共有
5G② 公有財産等での基地局設置に際し、設置候補箇所での光ファイバや

電源確保について検討
5G③ 補助事業の活用により優先して整備する箇所を選定

☆取り扱う事項や参加者については状況や必要性に応じて柔軟に対応

【参加者】
・ 都道府県、市町村、通信事業者、社会実装関係者(※） 等
・ 総合通信局（事務局）

※農林漁業や企業、医療福祉等 通信インフラのユーザーサイド

デジタル田園都市国家構想実現に不可欠な、光ファイバ、５Ｇ等のデジタル基盤整備を推進するため、
地方自治体・通信事業者・社会実装関係者等との間で、地域におけるニーズとインフラ整備のマッチングを行う。

目 的

４

Ⅰ.インフラ整備に向けた
関係者間調整(P.12)

Ⅱ.デジタル実装に資する
先行･優良事例の抽出(P.12)

Ⅰ.インフラ整備に向けた
関係者間調整(P.12)



■金子総務大臣閣議後記者会見の概要（令和4年3月29日） 抜粋

冒頭発言
最後に、本日、デジタル田園都市国家インフラ整備計画を策定しました。・・・具体的施策については、例えば、
個々の地域のニーズにきめ細かく対応するため、地域協議会を立ち上げ、地域におけるデジタル実装と、それに
必要なインフラ整備のマッチングを進めます。・・・

問：・・・5Gの人口カバー率2023年度末の目標を引き上げましたが、その理由について教えてください。また、
目標の達成に向けて、追加で事業者向けの支援策で検討するものがあればあわせて教えてください。

答：・・・ 5Gについては、岸田総理からの指示を受け、新たなインフラ整備計画の策定に向け、携帯電話各
社に対する5G基地局整備の加速化に関する要請を行うなど、関係者との間で精力的に調整を進めてまいり
ました。この結果、5Gの全国での人口カバー率について、これまでの整備計画を更に上積みできる目処が立っ
たことから、2023年度末に95％とする新たな目標を掲げることといたしました。この目標達成に向けて、新たな
5G用周波数の割当て、補助金や税制措置による支援、地域協議会の開催などの規制と支援の手段を総
動員して、取り組んでまいりたいと考えております。・・・

■デジタル田園都市国家インフラ整備計画 （令和４年３月29日 総務省） 抜粋

⑤ 地域協議会（ブロック単位）の開催
・・・条件不利地域等におけるインフラ整備の効果を最大化するため、自治体、通信事業者、社会実装関係
者、インフラシェアリング事業者、総務省（総合通信局等）等から形成される地域協議会を開催し、関係者
の間でデジタル実装とインフラ整備のマッチングを推進するとともに、公共施設のある地域については、特にインフ
ラ整備の必要性が高いことから、地域協議会での協議を通じて、必要とする全地域の整備を目指す。

３

地域協議会の開催



経済財政運営と改革の基本方針２０２２（令和４年６月７日閣議決定）



東海地域におけるこれまでの取組



東海総合通信局での通信インフラ整備の促進に向けた取組

①自治体、市長会・町村会等への個別訪問によるデジタル実装の促進
※本年９月までにデジタル実装に関心が高い自治体（計22）への個別訪問、市長会・町村会、自治体主催のデジタル実装を目指す会議、
県主催の市町村情報化会議を通じて施策説明を実施し、地域ニーズを把握。

②公設光ファイバ保有の自治体に対する民間移行の促進
※公設光ファイバ設備等の民間移行での課題だった過疎債の償還方法や地域振興活用事例について情報交換し、自治体へフィードバック。

また、個別に民間移設を検討する自治体の検討会へ参画し、円滑な民間移設の実現を支援。

③自治体の協力による携帯電話サービスエリア外地域の把握
※携帯電話のサービスエリア外地域に関する情報を、地方自治体・携帯電話事業者等の通信事業者・国との間で共有するため、

毎年調査を実施。
本年からは、５Ｇ基地局を都道府県又は市町村が実施主体となり、一部費用負担をして整備を行うことを希望する地域に関する調査も実施。

取組概要

６（※）「デジタル田園都市国家インフラ整備計画」の公表（R3.3.29 総務省報道発表資料）【一部抜粋】

（２）
5G整備



国の地方行政機関：東海財務局、東海北陸厚生局、東海農政局、
中部経済産業局、中部地方整備局、中部運輸局、
中部地方環境事務所、東海総合通信局

自治体：岐阜県、静岡県、愛知県、三重県

大学（有識者）：名古屋大学、名古屋工業大学

経済界・産業界：（一社）中部経済連合会、名古屋商工会議所、
（株）日本政策投資銀行東海支店

通信事業者、団体等：
西日本電信電話（株）、（株）ＮＴＴドコモ、
ＫＤＤＩ（株）、ソフトバンク（株）、楽天モバイル（株）、
第５世代モバイル推進フォーラム(5GMF）、
日本ケーブルテレビ連盟東海支部

 東海地域の国の機関、自治体、大学、経済界・産業界等（24機関）と連携して、社会全体のデジタル化が注目される中、

東海地域においても、デジタル化の推進により、①地域課題の解決、②地域住民の生活向上、③地域経済の活性化、

④地方公共団体の業務改革等を推進するために取り組んで行くこととし、「東海地域デジタル化推進フォーラム」を

令和３年１月に設立。

 同フォーラムでは、関係者連携の下、①情報共有・実証視察等、②デジタル化関連セミナーの開催、③マッチングによる

自治体の地域課題の解決、④デジタル化施策・予算の合同説明会の開催、⑤５Ｇ、ローカル５Ｇの普及促進に取組中。

「東海地域デジタル化推進フォーラム」の概要

目 的

構成機関

（事務局：東海総合通信局）

活動イメージ

７



フォーラムでの取組概要

取組概要

２ ICTによる地域課題の解決マッチング会

（１）デジタル化施策・予算所管省庁合同説明会

自治体、一般企業、団体等を対象に、国のデジタル化
施策や予算要求の内容などを説明
＜参加機関＞

総務省、経済産業省、農林水産省、国土交通省、
財務省、環境省、厚生労働省

（２）東海地域デジタル化推進セミナー

東海地域のデジタル化の一層の推進に向け、国の政策
動向や地方公共団体のデジタル化の取組、地域課題解決
のための5GなどICTを活用したデジタル化ソリューションの
最新動向などを紹介

ICTによる地域課題の解決マッチング会

自治体が抱える地域課題を公募し、出された課題につ
いて、その解決案を企業や大学などから募り、地域課題と
その解決策をマッチング

（１）勉強会の開催

参加団体の協力により、フォーラム内で自治体ＤＸの取
組や５Ｇ／ローカル５Ｇの取組などを共有

（２）視察会の開催

参加団体の協力により、ローカル５Ｇ実証事業の視察
や５Ｇ展示施設などを視察

１ 国のデジタル化施策、先行事例の紹介

「東海地域デジタル化推進フォーラム」では、令和３年１月から、東海地域におけるデジタル実装の潜在的な
ニーズの発掘・ 具体化に資する取組を行っている。
１ 国の政策動向・補助事業、デジタル実装が先行する自治体・企業等の取組みを紹介する、説明会・

セミナーを開催
２ 地域課題及び当該課題へのデジタル実装による解決策を公募し、マッチング会を開催
３ フォーラム参加団体による５Ｇ・ローカル５Ｇの活用事例に係る勉強会・視察会を開催

３ フォーラム参加団体間の勉強会・視察会

８



携帯基地局設置可能な施設や土地の情報提供

○財務省や東海４県等では、携帯基地局が設置可能な場所として、国有財産又は自治体財産の施設や土地を

データベース化し、公表。また、当局管内の一部の自治体において、設置相談窓口を開設。

取組概要

東海４県

 ５Ｇの早期整備に向けて、保有する施設等に関するリストを公表
するとともに、保有する施設等への設置許可の照会窓口を一元化
する「５Ｇアンテナ基地局等設置ワンストップ窓口」を開設。

（※）岐阜県ＨＰから一部抜粋

（※）愛知県ＨＰから一部抜粋

（※）三重県ＨＰから一部抜粋

（※）静岡県ＨＰから一部抜粋

（※）財務省ＨＰから一部抜粋

 愛知県の一部自治体では、基地局設置の相談窓口を設置。

豊橋市、岡崎市、一宮市、瀬戸市、豊川市、西尾市、新城市、
大府市、豊明市、田原市、
阿久比町、南知多町、美浜町、設楽町 （１４市町）

（R4.4.1時点）

財務省

【例】市町村の動き

（愛知県ＨＰより） https://www.pref.aichi.jp/soshiki/joho/5gdesk-municipalities.html

９



今後の取組の方向性



東海総合通信局

デジタル田園都市国家構想
東海地域通信インフラ整備推進協議会 東海地域デジタル化推進フォーラム

地域ニーズを踏まえた通信インフラ整備を加速化

する実務者会議

Ⅰ.インフラ整備に向けた関係者間調整（※1）

Ⅱ.デジタル実装に資する先行･優良事例の抽出（※2）

構成員：東海４県、通信事業者等、東海局

（※）テーマに応じて関係機関を追加

ＩＣＴ利活用による地域活性化を促進するための

情報共有・情報発信を行う組織

①国の施策説明会、セミナー、視察会等の開催

②地域課題解決のためのマッチング

構成員：国（出先機関）、東海４県、大学、

経済団体、通信事業者等

東海地域における通信インフラ整備の加速化

Ⅰ.デジタル実装ニーズがある自治体への個別訪問

Ⅱ.フォーラム等から得られた個別要望の調整

Ⅲ.補助事業の活用支援、携帯基地局等の手続き

東海地域における
通信インフラ整備の加速化

先行・優良事例
の提供等

セミナー等を通じた情報発信具体化に向けた実務者調整等

○デジタル田園都市国家構想の実現に要する通信インフラ整備を加速化するため、東海４県、通信事業者等、

東海局から成る実務者会議を設置。

○「東海地域デジタル化推進フォーラム」による情報発信や当局による地域ニーズの把握等を踏まえて、

地域ニーズを踏まえた通信インフラ整備を促進する。

１１

「取り扱う扱う主な事項」（P.4）との関連

（※１） 光・５Ｇ①、光①、５Ｇ①、５Ｇ②、５Ｇ③

（※２） 光・５Ｇ②



検討事項（P.4） 地域協議会での取組（案） フォーラム（Ｆ）/東海局（東）

【光・５Ｇ①】
地域ニーズ等と通信事業者の整備

計画・整備意向とのマッチング

【光・５Ｇ②】
潜在的なニーズの発掘・具体化と

最適なデジタルツールのマッチング

【光】
学校・公共施設の所在地への整備

【５Ｇ①】
公有財産等で基地局を設置可能な
施設のデータベース化及び共有

【５Ｇ②】
公有財産等での基地局設置に際し、

設置候補箇所での光ファイバや電
源確保について検討

【５Ｇ③】
補助事業の活用により優先して整
備する箇所を選定

地域協議会とフォーラム／東海局との関係

個別訪問/ｻｰﾋﾞｽｴﾘｱ地域調査の
結果に基づき、構成員にて
整備計画等への反映を検討

(Ｆ)施策説明会
(東)自治体個別訪問
(東)携帯ｻｰﾋﾞｽｴﾘｱ外地帯調査

結果の共有

ユーザ会等からのモデル事例
の抽出、技術動向や視察候補
地の紹介

(Ｆ)セミナーでの先行事例紹介
(Ｆ)勉強会、視察会の開催
(東)ﾃﾚﾜｰｸ100選､ｸﾗｳﾄﾞ実践大賞

事例等の共有

自治体の意向を踏まえて、
個別に検討

結果の共有
(東)東海管内の対象地域の例

静岡県熱海市立初島小中学校

整備計画を推進するための
自治体等への要請事項の整理
(調整中：ｼｪｱﾘﾝｸﾞ事業者)

(Ｆ)国、自治体でﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ窓口
を開設

(東)自治体との個別調整

開設状況

結果の共有

個別整備の中で共通課題等を
共有

(東)関係機関との個別調整課題等の共有

地域ニーズを踏まえ個別調整 (東)個所付けを要望
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今後の進め方

○次回は、年内を目処に開催。

○後日、構成員に対して以下をご相談。

①協議会で扱うべき優先度の高いテーマ

②当該テーマに沿った協議会の運営方法
（ex. テーマによって参加者を限定する）

③フォーラムとの役割分担
（ex. 地域協議会は構成員間調整、フォーラムは情報発信）

④フォーラムが主催するイベントで紹介できるモデル事例の紹介
（ex. ユーザ会イベントやＤＸイベント等に参加する優良企業等）

○今後、テーマに応じて構成員を追加する予定。
（ex. インフラシェアリング事業者、施設又は土地保有者など）

１３



参考資料



ブロードバンドサービスに関する交付金制度の概要

１５（※）「デジタル田園都市国家インフラ整備計画」の公表（R3.3.29 総務省報道発表資料）



５Ｇ整備に係る具体的施策①

１６（※）「デジタル田園都市国家インフラ整備計画」の公表（R3.3.29 総務省報道発表資料）



５Ｇ整備に係る具体的施策②

１７（※）「デジタル田園都市国家インフラ整備計画」の公表（R3.3.29 総務省報道発表資料）
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